
大阪府に大きな被害をもたらした過去の気象事例
「平成16年（2004年）台風第23号（10月18日～21日）」

【概況】
10月13日に生した台風第23号は、19日に沖縄本島から奄美諸島沿いに進み、20日13時頃、大型の強い勢力で

高知県土佐清水市付近に上陸し、15時過ぎ、高知県室戸市付近に、18時前に大阪府南部に再上陸した。
台風と前線の影響による総降水量は、近畿で300ミリを超え、これまでの日降水量の記録を上回ったところが

あった。大阪府では強風で転倒し負傷、大雨による山・がけ崩れや床上・床下浸水などが発生した。
大阪府の10月18日から21日の期間降水量（多い所）：能勢224ミリ 大阪220.5ミリ 枚方204ミリ
また、兵庫県豊岡市や出石町を流れる円山川、出石川が決壊・氾濫し、広範囲に浸水害が発生したほか、京

都府舞鶴市、兵庫県西脇市や洲本市で河川の増水・氾濫による浸水害が発生した。

近畿地方の広範囲で記録的な大雨。
～10月18日から21日にかけての総雨量は、京都府などで300ミリを超えたところがあった～

※平成16年台風第23号による被害状況
（平成18年8月8日15時00分現在）総務省消防庁

期間降水量（10月18日～21日）

ミリ

大阪
220.5ミリ

20日13時頃：土佐清水市付近上陸
20日13時：955hPa 40m/s 大型強い

20日18時前：大阪府南部再上陸
20日17時：960hPa 35m/s 大型強い

平成16年台風第23号経路図


